
スポーツ庁 資料（R4～）
・休日の部活動地域移行 イメージ
・運営形態（全国市町村の形態）
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福井県・県内市町状況

福井県内市町

運営形態（Ｒ６末現在）

○市区町村運営型

・地域団体・人材活用型、任意団体設立型 １３市町

○地域スポーツ・文化芸術団体等運営型

  ・総合型地域スポーツクラブ
鯖江市、あわら市、越前町（予定）  ３市町

※１市町は計画未公表

福井県教育庁 保健体育課（Ｒ６．ＨＰ開設）

中学校における学校部活動の地域移行



令和8年度～休日の学校部活動は
地域クラブ活動完全実施となります

地域クラブ活動⇒休日の活動は、子どもたちの選択、保護者の責任増

鯖江市地域クラブ推進協議会(大学･PTA･学校･ｽﾎﾟｰﾂ･文化関係者)
・中学校区にある総合型地域スポーツクラブが運営主体
 ・休日の中学校施設を中心に活動 ⇒ 子どもが主役

※徒歩や自転車で気軽に安心して活動できる環境

併存期間( R５～７年度：学校と地域が連携・協働する準備期間)
       ・会員からの会費と行政支援（国・県・市）で運営

・指導者：地域から発掘、休日も継続してやりたい先生
・指導者へは謝金
・地区公民館にある既存団体に、子どもたちとの活動を依頼

完全実施（R８～：地域が主体で取り組み学校と連携する）
   ・新会費での実施、三クラブの再編(市民に認められる組織)

(学識経験者・市教委・三クラブ・学校の委員で協議中)
・子どもたちの様々な志向に対応できる環境の整備
・様々な交流の場を発掘（地域・市内・公民館、同世代・異世代）

市教委 ･･･中体連大会(県･ブロック･全国)支援を継続
  コンクール(北陸･全国)､文化部備品購入支援を継続

各中学校･･･ＰＴＡ会費の見直し
※休日の協会主催大会・練習試合等バス経費



中学生の地域クラブ活動では、会員がどこのクラブにも参加できる
→ 中学生に関しては、３クラブ統一した名称での保険加入（鯖江市三クラブ連絡協議会）



児童・生徒、保護者、教職員アンケート調査結果（R4～R6）※鯖江市HP（部活動地域展開）

平日の継続・両立
（小50.8%、中81.1%）

両立・平日と違うこと
（小7.5%、中3.8%）

自分のための時間
（小31.3%、中9.3%）
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